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【スライド 1】

6 輸血療法シンポジウム

オーバービュー

東京都立墨東病院　輸血科 藤 田 　   浩

血漿分画製剤の使用実態

〔座長〕　東京都立墨東病院　輸血科 藤 田　　  浩
〔座長〕　東京都立駒込病院　輸血・細胞治療科 奥　山　美　樹

　墨東病院の藤田です。オーバービューを

させていただきます。

（座長：奥山先生）

　それでは、輸血療法シンポジウムを始めたいと思います。司会は私、東京都立駒込病院輸血・細

胞治療科の奥山と、後半は藤田先生の2人で担当いたします。

　今日のお話は、先ほどの基調講演でも、血漿分画製剤のニーズが増えているというようなお話

がありましたけれども、今回、このシンポジウムでも実際に血漿分画製剤の使用実態ということ

で、3人の先生に、病院での実際の使用のお話をしていただきます。

　それに先立ちまして、墨東病院の藤田先生はこの研究会の世話人代表でもあられますので、

オーバービューをしていただきたいと思います。では藤田先生、お願いします。
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ども、肝移植によるFFPの使用量は2020年で若干増えていることが確認できました。

　さて、東京都では輸血状況調査で赤血球

液、血漿の使用状況を毎年調べていただい

ており、左側はその推移を見たものです。見

ると、FFPの使用量は徐々に減っているとい

うことがありますけど、突出したものはな

いという認識がありますが、右のグラフを

見ていただくと、血漿交換・肝移植に限定い

たしますと、血漿交換は乱高下ありますけ

　そもそも血漿、血漿分画製剤のインシデ

ント・アクシデントレポートを最近、墨東病

院で調べたところ、2019年から2023年の間、

輸血関連は230件で、FFP関連は28件、血漿分

画製剤は29件ございました。FFP関連は破

損・廃棄が多いのですが、副反応もありまし

て、うち 3件中 1件がアナフィラキシー

ショックを起こしており、また血管外漏出

も2件起こっております。

　血漿分画製剤は、アルブミン製剤29件のうち、アルブミン製剤15件、同意書なし輸注が3件、血管

外漏出2件、副反応、これもショックですけど、1件あります。ガンマグロブリン製剤は12件で、主に

川崎病の小児例ですけども、血管外漏出が4件と皮膚症状が発生した症例がございました。以上、

FFP、血漿分画製剤はどうしても医療安全の視点で比較的副反応が少ないということで、特に血漿

分画製剤が説明不足であることが多く、その反面、ショックと血管外漏出で患者さんへの被害が

出てくるということもあって、医療安全的リスク管理が求められる製剤で、輸血用血液の赤血球

や血小板製剤が注目されておりますけれども、FFP、血漿分画製剤も医療安全の視点を持って考え

なくてはいけないかと思っています。

　副作用救済制度とか死亡した場合は、医療法、予期せぬ副反応による死亡などで問題となりま

すし、免疫グロブリン製剤は牧野先生のお話等々からも供給不足があって、適正使用、有効利用が

重要である製剤であるということも認識を改めたいと思いまして、このスライド1枚にその気持

ちを込めたものでございます。
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　また、アルブミン製剤の使用状況ですけ

れども、総数は上下ありますけれども、FFP

と同様にアルブミン製剤使用量も血漿交換

や肝移植によって、コロナ禍で一時下がり

ましたけども、アルブミン製剤の使用量は

血漿交換も若干増えてきておりますし、肝

移植に至っては2022年では増えているとい

うことで、2022年はアルブミン製剤も血漿

製剤に関しましても、肝移植で使用が増え

ていることが東京都での調査で分かってお

ります。

　今回、このシンポジウムのメインテーマ

としては、基調講演で牧野先生からいただ

いた内容を踏まえて、血漿分画製剤の使用

実態を、輸血管理の立場から慈恵医科大の

佐藤智彦先生に、FFP、アルブミンの適正使

用をお話しした上で、臨床サイドの先生方

から、膠原病内科での血漿分画製剤の使用

状況やCIDPでの免疫グロブリン療法につい

て各先生からお話を伺いたいと思います。

私のほうからは以上でございます。

　東京都での免疫グロブリン使用状況、こ

れは後ほど清水先生のスライドでも出てく

るところでありますけれども、年々、東京都

内での使用も増えておりますし、皮下注射

の免疫グロブリンの使用量も増えているこ

とから、課題の1つかなと考えております。


